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幼児を対象とする音楽教育の実際
－ダルクローズ音楽教育法を基礎とする－
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〈はじめに〉
　従来，幼稚園及び保母養成機関である短期大学や専門学校そして音楽大学で，ダルクローズ音楽教
育法，一般にはリトミックが指導されてきた。1）今日では，幼児教育の現場で，リトミヅクが非常に
盛んに行なわれている。
　そうした背景のもとに，幼児の音楽教育の基礎としてのリトミヅクの重要性が認識され，これに関
する指導書も過去20年間に多く出版されている。2）
　これら指導書に目を通すとき，リトミックの対象者を幼児とした場合と，それ以外の対象者とした
場合では，異ったかかわり方をもつべきではないかと考えるに至った。
　私は，ダルクローズの音楽教育法の理念と実際について，幼児の発達過程に即した指導方法につい
て考察したい。
　リトミックは，リズム運動，ソルフェージ，即興演奏によって構成されている。3）その教育法が，
大正時代に日本に紹介され今日まで普及してきた理由は2つある。
　一つは，人間は生来的に，音楽的能力を持ち合わせているという思想であり，今一つは，その能
力を育てる為の系統的組織的な教育方法であり，これらhspa数の人に受け入れられてきたからであ
る。4）
　そして，ここで，音楽的能力を，胎内での心蔵の鼓動，誕生後の呼吸，歩行等の身体的リズムを音
楽的能力と解釈すれば，それは，すぺての子ども達に備っているといえるのである。
（1）
　　　0才川3才の発達
　大脳生理学によれば，誕生からの3年問は，人間の発達のなかでも急成長する時期であり，周りの
環境がそのまま脳細胞に配線される模倣期といわれている。5）
一24．一 県立新潟女子短期大学研究紀要　第2⑪集　1983
　子どもの泣き声は，感惰のあらわれであり，快・不快の単純な表現から，もっと複雑な驚き，喜こ
び等の感情へ育成されていく。
　また，発声器官の発達とともに，哺語（アーウー語）から、だんだん意味のあることばがうまれて
くる。fi）同時に，この時期は，手足の無意味な動きから，四肢の神経系が筋肉を調整して，意味のあ
る動きに発達してくるが7），総じて，感箭，ことば，動きは互いに関連し合oていて，区別出来ない
のがこの時期の特徴である。
　次に，うたの発生に焦点をあわせて考えてみたい。それまで乳幼児が，母親や保育者の呼びかけに
反答し，模倣を伴った手足の運動をしていたのが，一歳半ごろには，歩行を始めるようになり，言葉
の発生と同時に，全身運動を伴ってのうたの部分うたいが始まる。これは，子どもをとりまく環境
が，無意識ではあるが，音楽教育をしていることを示すものである。
　誕生から聞かされ続けたことぽや運動，表現が蓄積され，3歳ごろから即興歌（でたらめ歌）を歌
い出す。B）それは，子どもが環境に反応し，模倣をくり返すことによって，感情，ととぽ，運動が互
欝享欝驚雅畿ll』の言＿　炉の＿
楽的要素をもつものである。それは，自然発生的なものであり，日本語の伝統的な言語構造に基づく
ものである。9）
　そうして当然のことではあるが，内面的には，日本語の旋律感，リズム感が自然に模倣され，伝統
的な音感が，子ども自身に蓄積されていく事になる。このように，音楽の能力である旋律感，リズム
感は，各々の民族によって，環境の違いから変化するのである。1°）
　子どもの成長発達過程を考慮すれば，我が国の伝統的音感を原点として，リトミックが実践される
ぺきであろう。
（2）
　　　4才N6才の発達
　4歳以後は，3歳までの模倣の時期を脱し，自分で行動を起す創造の時期に入るのである。11）子ど
もの内的欲求が，主体的に活動を起す原動力となり，新しいものに挑戦し経験することに，喜こびを
感じ，活動を楽しむ時期でもある。12）
　ところで，今H大半の指導書は，この時期での教育内容になっている。その内容は，リトミックの
yズム運動から導入する形式をとっている。その指導の際，心がけるべきことは，子どもの喜んで活
動を楽しむ様子にのみ目を奮われたり，又，表面的な運動の目的（」の歩行とか，エ〕や」1をステップ
する）が達成されたtとのみに満足していてはならないということである。
　もちろん，音楽は，単に耳から吸収されるだけでなく，身体全体で感じ取るように指導するべきで
あるが，13｝リズム運動の最大の目的は，内的聴感（inn訂ear）を育て，開発することにあるからであ
る。1の
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　それは，ただ単に，音の高低や音程やリズムの判断が認識できるという事でなく，聴覚をより敏感
にする為の諸感覚の開発を意味している。聴覚は聴覚のみで発達するのではなくt他の感覚全体の発
達の中で関連しながら，発達してゆくのである。15）ダルクP一ズの論じた内的聴感の開発は，感覚系
の開発調整を意味している。それは，神経組織を利用した身体運動を用いることによって，音楽の主
要な感覚である聴感覚を得ようとするものである。．それは，感覚系相互の訓練を意味し，感覚統合16）
訓練と解釈出来る。
　こうして，リズム運動は，内的聴感を得る手段であり，それは感覚統合訓練であることを認識する
ぺきであろう。
（3）
　　　運動技能の発達
　次に，リズム運動の基盤になる運動の技能について，図1を参考にしながら考えてみたい。i7）
　誕生から2歳までに獲得されて内く運動技能としては，座る，はう，立つ，歩くという全身運動
と，握る，放す，振る，持つ，叩く，引くという動作にみられる手腕運動を基礎的運動能力という。
その後2才以後に獲得してゆく運動技能として，走る，跳ぶ，ぶらさがる，投げる，けるという全身
運動と，打つ，描く，叩く，はさむなど目的にそった手腕運動とがあり，これを基本運動という。18）
　図1によれば，これらの運動技能は，その後の芸術活動の基本となる動作である。これらの運動を
するには，神経系と筋肉の調整がなされ，四肢相互の協応性が必要となるであろう。そしてそれらの
動作がよリリズミカルな動きをする為にには，それら感覚機能の訓練が必要となる。繰り返し，段階
的に学ぶ事によって，感覚機能が調整され，より円滑な運動が出来るであろう。
　幼児期は，活発な動きができる時期なので，運動技能の獲得過程を考慮して，運動の多様化を計
り，リズム運動につなげてゆくべきであろう。
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霞1　運動技能の獲得過程の概念図（近藤）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　め
今まで考察したものを私なりにまとめると次のようになる。
　　　　　　　　模倣期　　　　　　　創造期　　　　　　　知的訓1糾細
　　　　　　　工期（O才～3才）　li期　　　　　　　　1皿期
　　　　　　　　　　　　　　（4才一一　6才）　　　　〔7才～　　）
　　　　　　　　　　情　……・…
　　　　　　　　　動　　　　　　………
　1期　感情，ことば，動きが互いに関連し合って成長する。模倣期であり，音楽の基礎的要素の蓄
　　　　積期にあたる。
　H期　内的欲求が高まり，創造力が生まれ，感覚と運動の統合がなされる。図1による基本運動技
　　　　能が身につき，リトミック導入への適切な時期にあたる。
　皿期　知的活動が始まり，それぞれの技能に応じた活動力S出来る。音楽技能訓練期にあたる。
　幼児期では，うた，感情表現，運動を指i導上の原点におきたい。そして，子どもの発達成長の過程
を考慮すれば，「子どものうた」から出発するのが当然であろう。
　音楽が，ことばの助けを借りて感情表現され，その延長上に運動や動作が加わり，さらに，運動が
より分化されて，リズム運動になる。
　らたを歌うことが，発声器官の発達を促がし，それは，専門化さin　geソルフェージ（聴覚訓練）に
展開される。
　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　感情を伴って表現される運動や，うたが即興演奏への土台となるのである。
　幼児期は，音楽の基礎体験をする時期である。リトミックは，特別にリトミックということで指導
されるべきでなく，ふだんの音楽生活の中で指導されるべきで，幼児の生活そのものの内から出発点
を見い出さなくてはならない．日常の保育からの，ダルク・一ズ音楽教育法の指導展開を・今後の課
題としたい。
　次に，今までの考察に基づく指導法を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈指　　導　　法〉
　「こどもの名まえを呼ぶ」ことからの指導展開を示す。（Aを教師　Bを幼児とする）
　〈教師の活動〉
　　イ）相手の顔をみながら，ゆっくり正しい発音で呼ぶ。
　　ロ）開始音を変化させる。　（音の高低感）
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ハ＞1人1回のみ行う。
）?
　　　　　　み碑　　多ny”　　lt輌　　い
く幼児の活動〉
　　イ）Bの返事をする。
＜指X諜喬書噛が返つて認た時こどもの内面は音感AGAとリズム1ノ」麟さ
　　　れている。それは聴覚と発生器官の神経組織が統合されている結果である。
　　・1回のみの呼びかけなので集中力を養う。
VrI〈教師の活動〉
　　　　イ）子どもの名まえを呼ぶ
　　　〈幼児の活動〉
　　　　イ）Bの返事をしながら拍手をする。
　　　　　　こと翻ズム打ち｝1紳1
　　　〈指導上の留意点〉
　　　　　　ことば十高さ＋手腕の運動の統合がみられる。
Vr皿く教師の活動〉
　　　　イ）子どもの名まえを呼ぶ
　　　　　　タイコ等打楽器を伴って呼んでも良い
　　　く幼児の活動〉
　　　　イ）室内に立っている。
　　　　P）教師の呼びかけを全員が呼ばれたと理解し，返事をしながら歩行する。
　　　　ハ）名まえを呼ばれている時は静止していて，教師の音，リズムを聴く。
　　　〈指導上の留意点〉
　　　　　　ことぽ＋音の高低÷全身的運動の統合がみられる。
VrH【〈教師の活動〉
　　　　イ）名甑を呼ぴながらIJ’TT］1」　iiのリズムを歩行する・
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　　　　　　　　ま3mり　くk
〈幼児の活動〉
イ）Bの返事をしながらljjij
　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　A
1ま一　　　Nl
Ilのヒとばのリズムを歩行し教師の場所まで移動す
lfllPi　Il
〈指導上の留意点〉
　イ）ことぽ＋全身運動＋フV一ズ感を認識する。
。）幼児の躯なものを呼んでいろいろのリズムを経験させる・
??? ??ー????????、?
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　　　　二）クラス全体で行うe
　　　　　　教師の呼びかけの時は幼児は静止している。
V「IV〈教師の活動〉
　　　　イ）ことぽを用いずリズムのみを打楽器で打つ。
　　　　　ハ
　　　　1」丁叩Il
　　　〈幼児の活動〉
　　　　イ）返事撚がら1）1［alのリズムを歩行する・
　　　〈指導上の留意点〉
　　　　イ）ことばが，除かれても内的に聴こえる状態になる。
　　　　。）複轍リズムの刺灘も自己の・・ターソ盤つことが出来る・
　　　　ハ）いろいろなリズムパターソの刺激を与える。
　　　　　　堺雌忠
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V「V　〈教師の活動〉
　　　　イ）ことばを用いず打楽器でリズムのみ打つ
　　　　ロ）5～6回リズムパターソを打ちリズム継続させる
　　　　　　ハ2
　　　　　　B
　　　〈幼児の活動〉
　　　　イ）教師の呼びかけのリズムに対して返事のリズム｝」；la　5で応答してゆく。
　　　〈指導上の留意点〉
　　　　イ）リズムの継続によって起こる感情の盛り上がりを経験する。その為返事のltJIJ　1の
　　　　　　リズムが1」’　ei　11に変化しやすい。それは子ども自身の慰清の現われとして認めてや
　　　　　　るe
　　　　ロ）テソポの変化を加えると応答の動きに変化がみられる。
VrM〈教師の活動〉
　　　　イ）いろいろなリズム打ちをする。
???
〈幼児の活動〉
　イ）教師と同じリズムで応答する。
〈指導上の留意点〉
　イ）いままで教師の与えていたいろいろのリズムの畜積が応答するリズムとなって表現され
　　　る。
　P）まねっこ遊びに発展させる。
　　　例A
　　　　　　　　5ra・e、t・　ホ乞ズ　百百
　　　　　　　」の時に身体動作をして静止する。
　　　　　　　Aの動作をBもまねする。
Vr可く教師の活動〉
　　　イ）「やまびこごっこ」19）を歌う。
　　　ロ）フレーズごとにポーズ遊びをする。
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A
　　　〈幼児の活動〉
　　　　イ）教師の歌うAの部分をまねてBを歌う。　　　　　　1
　　　　1コ）動きながらBを歌う。
　　　〈指導上の留意点〉
　　　　イ）歌のおもしろさ，応答の楽しさを感じさせる。
　　　　P）歌への導入は教師A，幼児Bとするが役割を交代して歌い込んでみる
　　　　ハ）充分に歌うことが出来るようになっってから，歌いながら表現をする。
　　　　二）フレーズを感じる。
VrlMi〈教師の活動〉
　　　　イ）「やまびこごうこ」のリズムのみ取り上げてリズムの応答をする。
　　　　　A
　　　　　B　　　　　　r
　　　〈幼児の活動〉
　　　　イ）　「やまびこごっこ」を歌わないでリズム打ちのみで応答してゆく。
　　　〈指導上の留意点〉
　　　　イ）表面的にはリズム打ちのみであるが　内的には一般に心で歌うという心u昌が行なわれて
　　　　　　いるe
　　　　ロ）AとBの役割を幼児対教師，幼児対幼児など変化させて行なう。
Vr〈教師の活動〉
　　　　イ）リズム・カノソを導入する。
　　　　P）最初1小節ごとの変化から次第に複雑にする。
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〈幼児の活動〉
の教師刎ズムに恋答してゆく・　　　　　　　　＾
　ロ）liの方法の場合4小飾ぐらい短いものから導入すれば可能である。
〈獲導よの留意点〉
　　獅三むず汎く叛ているyズムカノンも呼びかけからてVねい眼開しv（　’ibけば麟
　　　　　的，反漿的に嶺来る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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